
ー・.

シ
ン
ノ
ウ
シ
ヤ

親
王
祉

腿
島
郡
小
田
中
親
王

滋
の
上
に
あ
っ
た
枇
殴
で
、
こ
の
枇
は
貸
永
元
年
の

能
資
一
覧
記
に
阪
に
規
正
常
と
し
て
載
せ
ら
れ
、
文

政
世
蹴
帳
に
は
『
親
王
祉
、
祭
制
大
入
杵
愈
、
小
田

中
銀
座
夜
跡
』
と
す
る
・
も
の
で
あ
る
。
明
治
入
年
十

二
月
純
正
塚
の
大
入
杵
命
御
滋
と
し
て
治
定
し
た

後
、
九
年
こ
の
小
前
を
境
前
な
る
掘
の
傍
に
移
し
て

能
鷺
隠
跡
祉
と
務

L
、
四
十
一
日
ヰ
=
一
且
更
に
小
田
中

な
る
兇
代
別
世
に
併
合
し
て
白
久
志
山
御
組
制
祉
と

政
務
し
た
。

ジ
ン
ノ
ウ
シ
ョ
ウ
ト
ウ
キ

紳
皐
正
統
記

(
乙

紙
読

l
白
山
比
時
前
枇
防
磁
の
閥
貨
に
、紙
本
墨
袋
、

問
加
一
部
の
帥
坐
正
統
肥
が
あ
る
。
大
正
拡
年
一
泊
且

凶
貨
に
指
定
せ
ら
れ
た
。
堅
二
六
樫
三
六
縦
一
七

組
五
八
。
傷
容
永
写
十
年
に
時
四
慰
し
た
こ
と
を
載
せ

る
。
阪
本
の
宋
に
、『
此
犯
者
、
去
延
元
四
年
歌
、
鈴
v

一
市
=
讃
桜
一

mv馳
=
老
録
一
也
。
放
宿
之
間
不

v鮮=
〈
務

同
開
〉
一
密
文
相
町
一
岡
田
持
久
得
腕
歎
〉
最
略
長
代
杷
一
任
=

彼
m
h
R
一
組
紡
z

子
細

-mo』
と
あ
り
、
政
宿
之
聞
と

い
ふ
は
、
在
元
三
年
若
者
北
出
貌
房
が
、
そ
の
子
山
剖

信
を
附
け
て
市
陸
に
下
っ
た
か
ら
で
あ
る

o
m
L
て

南
方
紀
併
に
は
、
延
元
四
年
親
口
開
常
陸
か
ら
制
盛
正

統
記
五
容
を
上
っ
た
と
し
、
限
雲
詑
は
興
凶
去
年
と

す
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
畑
山
述
の
後
久
し
か
ら
ず
し

て
後
村
上
天
長
に
上
っ
た
の
で
あ
る
。
本
位
ま
た
前

シ
ン
ネ
ン
ジ

毘
念
寺

臨
軍
部
制
利
住
に
あ
っ

て
、
-
色
町
東
仮
に
屈
す
る
。

シ
ン
ネ
ン
ジ

信
念
寺

臥
京
都
鑓
川
に
在
っ
て
、

興
宗
東
一
訟
に
鴎
す
る
。

シ
ン
ノ
ウ
ジ

親
王
寺

石

川

部
稿
お
に
あ
っ
た

提
言
寺
院
で
、
今
榊
祉
の
あ
る
地
が
そ
の
却
で
あ
る

と
い
ふ
。
叉
坊
の
紡
と
い
ふ
防
が
あ
っ
て
、
親
王
寺

の
塔
司
で
あ
っ
た
と
偲
へ
る
。

シ
ン

四
四

O

文
の
後
を
受
け
て
、
『
共
後
不
ν
能
a
再
見
一
巳
及
=
宏

一
に
磁
L
、
制
品

E
銃
犯
は
一
紳
士h
家
の
州
問
製
す
る
市
山
と
一

シ
ン
ノ
ウ
ヅ
カ

親
王
塚

鹿
島
細
小
田
中
に
親

稔
円
不
ν
悶
有
=
殴
耐
判
部
問
問
之
議
二
I
K
O

夜
披
-
-
口
凡
之
ニ
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
こ
そ
制
U
F
正
統
記
の
一
王
原
と
抑
制
し
た
古
績
が
あ
る
o
平
家
物
病
に
、
森
永

磁
、
鈴
鼠
多
制
。
突
未
秋
七
月
捌
加
ロ
修
治
円
以
ν
此

一
保
怨
米
に
、
平
副
肺
四
年
=
一
月
什
抗
日
行
年
五
十
九
歳
一
二
年
木
併
殺
仲
が
能
穀
凶
小
田
中
新
正
康
の
附
に
列

錦
ν
本
。
以
前
銭
見
之
入
、
英
=
剣
勝
-
耳
。
』
と
あ
る
。

一
白
山
商
品
脚
主
上
道
氏
策
と
寄
添
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
一
郎
す
と
紋
せ
た
の
は
是
で
あ
る
。
回
塚
で
前
面
に
注

以
上
は
親
房
の
加

へ
た
出
世
話
で
、
延
-
冗
四
年
か
ら
五
一
あ
る
。
商
紳
士
山
上
道
氏
が
滞
政
初
期
に
山
田
炊
し
た
後
、
一
を
存
す
る
。
務
政
の
時
頂
上
に
石
室
を
露
出
L
、
中

年
を
絞
た
興
協
四
年
突
未
、

m
M
m訂
正
し
た
こ
と
そ

一
束
榊
弔
問
世
部
氏
の
手
に
入
り
、
明
治
維
新
後
枇
・
械
と
一
か
ら
鏡
一
一
間

・
管
玉
一
個
を
得
た
。
の
っ
て
鈍
奇
跡

い
ふ
の
で
あ
る
。
本
部
盟
に
そ
の
次
に

『
右
本
一
山
帖
一
な
っ
た
径
約
は
之
脅
熊
山
摂
す
る
に
難
〈
な
い
。
一
民
と
し
て
親
五
社
と
稽
L
、
ロ
仰
に
よ
っ
て
然
跡
天

者
、
北
品
事
告
諒
御
草
也
。
桂
文
元
年
之
頃
、

一
(
四
)
刊
誌
年
代
|
白
山川
同
法
本
跡
目
下
正
統
杷
は
従
来
一
阜
の
御
子
大
入
杵
命
青
島
田
一
耐
と
し
た
。
親
日
産
と
粗

大
和
凶
信
品
目
山
居
住
之
時
、
以
Z

彼
家
僕
筒
口
左
衛
一
苧
品
脚
本
と
抑
制
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
し
か
し
、
亭
品
開
は
本
一
討
し
て
勉
塚
又
は
趨
山
と
稗
す
る
前
方
後
間
債
が
あ

門
尉
器
邦
之
本
一
令
ν
恥
ν
之
断
。
』
と
あ
る
の
は
抑
制

一
初
出
削
縦
者
の
附
犯
し
た
年
凱
で
、
科
お
の
永
苧
に
あ
て
。
。
安
永
年
削
の
能
啓
明
名
跡
芯
に
、
線
王
殿
と
い
ふ

者
の
奥
訟
で
、
延
文
一
冗
年
は
宮
方
の
正
平
十
一
年
に

一
る
こ
と
は
前
述
の
逝
り
で
あ
る
か
ら
、
宜
し
く
永
享

一
も
絶
縁
と
い
ふ
も
、
共
に
今
の
抱
擁
の
こ
と
与
し
、

詰
り
、
親
回
開
施
後
一
一
ヶ
年
で
あ
ろ
が
、
部
口
広
一邦
の

一
本
と
都
す
べ
き
で
あ
る
o
抑
制
弘
正
統
担
の
古
町
岡
本
一
今
い
山
親
王
様
青
山
削
に
上
の
凶
と
記
し
で
あ
る
が
、

脈
お
し
た
の
は
そ
れ
よ
り
前
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

一
に
は
、
防
臨
凶
六
段
聞
の
六
地
政
寺
本
が
あ
っ
た
。
一
そ
は
全
〈
烈
絡
な
る
べ
く
、
貸
出
間
以
前
の
若
で
あ
ろ

本
容
が
留
〈
の
聞
に
、
武
家
方
ま
で
に
似
指
し
て
診

一
昨
都
町
制
従
所
縦
の
も
の
は
之
に
似
つ
て
校
合
し
た
こ
一
こ
と
を
総
L
得
ら
れ
る
加
能
越
金
砂
子
に
は
、
長
然

意
せ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
訟
の
容
数

一
と
脅
奥
部
L
、
克
に
活
版
本
併
科
目類
従
の
殻
刊
せ
ら
一
則
側
の
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
附
し
て
組
岐
に
帥
酬

は
、
南
方
紀
儒
に
王
容
と

L
、
前
日
本
は
繭
帖
と
し
、
一
れ
る
に
及
ん
で
、
六
地
磁
寺
本
の
奥
訟
を
特
級

L
て

一
{
八
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
加
能
越
金
砂
子
に
記
さ
れ
、

白
山
凶
貸
本
は
四
密
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
型
犯
の
仙

一
ゐ
る
が
、
そ
の
文
の
白
山
同
武
本
第
一
の
拠
怒
と
同
一
泊
四
怖
の
名
に
よ
っ
て
浦
晶
子
に
開
閉
す
る
併
殺
の
退
化

宜
に
凶
う
た
も
の
に
泊
ぎ
ぬ
。

一
じ
〈
、
他
A

一
一
削
字
の
差
あ
る
に
治
ぎ
ぬ
の
は
、
商
一
し
た
も
の
を
有
す
る
こ
と
は
、
能
芳
名
跡
芯
に
述
べ

公
一〉迫田肌
1
白
山
岡
貸
本
は
、
前
担
二
純
の
奥
野
の

一
お
の
み
一〈
同
一
系
統
に
因
す
る
お
で
あ
ら
う
。
耐

L
一
ら
れ
て
ゐ
る
。
明
治
入
年
十
二
月
汁
七
日
数
邸
省
は
、

後
、
別
に
光
四
回
院
か
ら
務
光
天
長
ま
で
の
略
糾
青
附
一
て
六
地
磁
寺
本
と
白
山
閥
間
以
本
と
の
新
古
に
就
い
て
一
親
王
爆
を
大
入
杵
命
の
御
お
と
治
定

L
、
組
{
掠
も
亦

促
し
て
ゐ
る
。
こ
の
略
納
の
問問
述
者
は
、
閥
貸
本
の

一
は
別
に
研
究
を
製
す
る
が
、
惜
し
む
ら
く
は
六
地
政
一
階
展
と
し
て
保
存
せ
ら
れ
る
。

際
問
者
と
同
一
で
あ
ら
号
。
何
故
な
ら
、
凶
貸
本
に

一
寺
本
は
却
時
そ
の
所
在
荷
失
う
た
。
叉
背
活
寺
本
が
一

シ
ン
ノ
ウ
マ
ツ
リ

紳
畿
祭

出州
政
時
代
に
、
留

は
そ
の
郡
お
を
永
写
十
年
初
夏
叉
は
日
前
友
と
抱
L
、

一
あ
っ
た
。
此
の
本
は
白
山
凶
白
木
及
び
六
地
磁
寺
本
一
師
又
は
薮
日
間
関
の
家
で
は
、
正
且
八
日
制
民
祭
を
行

附
し
て
永
享
は
略
制
の
最
終
な
る
抑
制
光
天
U
H
脅
前
日
間

一
と
問
じ
〈
、
線
開
仰
が
先
に
延
元
四
年
に
畑
叫
ん
だ
の
一
う
た
。
一
に
毅
師
祭
と
も
い
ひ
、
十
一
月
名
主
に
岱

と
す
る
時
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o

一
を
、
突
宋
の
年
に
修
治
し
た
こ
と
や
-把
L
、
そ
の
次
一
司
令
日
に
も
同
じ
〈
行
は
れ
た
。

〈
=
一
〉
鉱
者
1
白
山
凶
設
本
榊
弘
正
統
悶
の
築
指
は
不

一
に
『
剛
山
永
閉
館
・
了
1
1
十
二
月
上
旬
郡
ν
之
。
此
本
少
年
一

シ
ン
J
h
F
-
一

覧
白
谷
白
山
地
方
で
は
、
設
水

明
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
容
は
世
間
鵬
白
山
記
と
紙
質
一
之
時
部
潟
、
僻
手
首
問
字
等
可
ν
在
ν
之
。
此
記
者
、
北
一

の
最
上
械
を
鍵
の
谷
と
鰐
す
る
。

を
同
じ
〈
L
、
銃
郎
を
同
じ
〈
す
と
祁
め
ら
れ
る
の
一
白
税
関
卿
於
=
南
方

-ma抽
出
後
村
上
院
二
苫
々
。
際
秘
s

一

シ
ン
パ
ン
ガ
シ
ラ
新
番
頭
新
番
御
歩
の
硝
で
、

み
な
ら
ず
、
白
山
担
の
出
現
怨
に
は
、
永
亭
十
一
年
六

一
子
商
内
-
勿
ν
出
=
問
外
寸
四
位
老
士
氏
位
。
』
と
あ
る

一
延
期
目
三
年
三
月
品
目四
日
初
め
て
中
川
来
女
長
郷
・一部

且
丸
日
加
州
池
谷
間
四
法
寺
に
於
い
て
布
鉱
定
成
の
都
一
が
、
原
本
は
夙
く
失
せ
て
、
そ
の
影
山
ω
本
が
俳
へ
ら

一
回
伊
融
制
昨
日
昭
一
同
人
に
命
ぜ
ら
れ
、
抗
年
三
月
十
九
日

い
た
的
脅
記
し
て
あ
る
か
ら
、
制
長
正
統
記
は
そ
の
一
れ
た
の
み
で
あ
る
。
是
に
闘
っ

て
見
れ
ば
、
白
山
凶
一
役
料
百
五
十
石
を
賜
は
っ
て
以
後
辿
綿
し
た
が
、
正

前
年
に
定
成
の
お
し
た
も
の
で
、
初
は
共
に
泌
法
寺

一
…
政
本
は
、
現
存
榊
弘
正
統
担
巾
の
最
古
の
も
の
で
あ
一
徳
ニ
年
に
村
上
川
市
右
術
門
学
存
が
御
小
時
間
聞
に
側

の
所
縦
で
あ
っ
た
が
、
後


